牛 をつな いだ 椿の 木 
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ま いど えん 

「先ず、 ふつうの 井戸なら、 三十 円 も あれば できるな ご 

と、 いいました。 

「ほ ォ、 三十 円な ご 

と、 海 蔵さん は、 眼 を まるくし ました。 それから しば 

あぶらが し 

らく、 油 菓子 を ぼりぼり かじって いました が、 

お ほ みず で 

「しんた のむ ね を 下りた ところに 掘ったら、 水が 出る 

だろう かな ァご 

りすけ うし つばき 

と、 ききました。 それ は、 利 助さん が 牛 をつな いだ 椿 

キ J 

の 木の あたりの ことで ありました。 

で まえ やま しみず わ 

「うん、 あそこなら、 出よう て、 前の 山で 清水が 湧く 

した みず で 

くらいだ から、 あの 下なら 水 は 出よう が、 あんなと こ 



ひゃくしょう しごと ひま かいぞう じん リ きしゃ ひ 

百姓 仕事 をし、 暇な ときには 海 蔵さん が、 人力車 を曳 

きに 出て いたのであります。 

ゆうはん ふたり ひ はな 

夕飯のと きに 二人 は、 その 日に あった こと を 話し あ 

とし か あ 

うのが、 たのしみで ありました。 年と つたお 母さん は 

とな リ にわと リ きょう たまご 

隣の 鶏が 今日 はじめて 卵 を うんだ が、 それ はお か 

ちい せど ひいらぎ き はち す 

しいくら い 小さかった こと、 背戸の 柊 の 木に 蜂が 巣 

きのう きょう ようす み き 

を かける つもり か、 昨日 も 今日 も 様子 を 見に 来たが、 

はち す みそべ や 

あんなと ころに 蜂の巣 を かけられて は、 味噌 部屋へ 

味噌 をと りに ゆく ときに あぶなくて しょうがな いとい 

+6 な 

うこと を 話しました。 

かいぞう Te-IQ' あいだ リすけ 

海 蔵さん は、 水 をのみ にいって いる 間に 利 助さん 



「おかか、 めしの したくし ろよ。 おれ、 腹が へつ とる 

で ご 

と、 家の 中へ むかって どなりました。 

か いぞう こし リすけ よる 

海 蔵さん は 腰 を あげました。 利 助さん が、 夜お そく 

±1 たら 

まで せっせと 働く の は、 じぶん だけの ためだと いう 

ことが よく わかった のです。 

よ ある かいぞう おも 

ひとりで 夜 みちを 歩きながら、 海 蔵さん は 思い まし 

た。 —— こり や、 ひとに たよって いちや だめ だ、 じぶ 

んのカ でしな けり や、 と。 



たび ひと まち ひと した つばき 

旅の 人 や、 町へ ゆく 人 は、 しんた のむ ねの 下の 椿 の 

き さいせんばこ つ み 

木に、 賽銭箱の ような ものが 吊るされて あるの を 見 ま 

した。 それに は 札が ついていて、 こう 書いて ありまし 

た。 

いど ほ たび ひと おも 

「ここに 井戸 を 掘って 旅の 人に のんで もらおうと 思い 

こころざし かた せん リん きしゃ くだ 

ます。 志 の ある 方 は 一 銭で も 五 厘で も 喜捨して 下 

さいご 

これ は 海 蔵さん のし わざで ありました。 それがしよ 

にち かいぞう つばき き 

うこに、 それから 五、 六日の ち、 海 蔵さん は、 椿の 木 

に 向かいあった 3室 の 上に はらばい になって、 えに しだ 



すよ ご 

で き むす ► .1 

と、 出て 来た 息子さんが いいました。 

「いえ、 わし は、 親父さん が 生きて おいでの うちに、 

ぜひお あいした いので ご 

と、 海 蔵さん はいいました。 

ろうじん ね か いぞう まくら 

老人 はや つれて 寝て いました。 海 蔵さん は 枕 もと 

りよ ラて 

に 両手 をつ いて、 

まい きのう 

「わし は、 あやまりに 参りました。 昨日、 わし はこ こ 

かえ む. 19 こ し むすこ 

から 帰る とき、 息子さんから、 あなたが 死ねば 息子 さ 

い ど ゆる わる こころ 

んが 井戸 を 許して くれる ときいて、 悪い 心に なり ま 

した。 もう じき、 あなたが 死ぬ からい いなどと、 恐ろ 



へいき おも 

しい こと を 平気で 思って いました。 つまり、 わし はじ 

ぶんの 井戸の ことば かり 考えて、 あなたの 死ぬ こと 

ま おに こころ 

を 待ちね がう というよ うな、 鬼に も ひとしい 心に な 

ま い 

りました。 そこで、 わし は、 あやまりに 参りました。 

か 戸の こと は、 もうお 願いし ません。 また どこか、 ほ 

W しょ 

かの 場所 を さがす とします。 ですから、 あなた はどう 

ぞ、 死なないで 下さい ご 

と、 いいました。 

ろうじん だま なが 

老人 は 黙って きいて いました。 それから 長い あいだ 

だま か いぞう かお みあ 

黙って 海 蔵さん の 顔 を 見上げて いました。 

まえ かんしん 

「お前さん は、 感心な おひと じ や。」 



し し i- 、ごん 

にも 死ぬ かも 知れん から、 この こと を 遺言して おいて 

あげよう ご 

かいぞう おも ことば へ んじ 

海 蔵さん は、 思いがけない 言葉 をき いて、 返事の し 

よう もありませんでした。 だが、 死ぬ まえに、 この 

ひと リ よく ろうじん こころ かいぞう 

一 人の 慾ば りの 老人が、 よい 心 になった の は、 海 蔵 さ 

ん にも うれしい ことで ありました。 

しんた のむ ねから 打ち あげられて、 少しく もった 空 

はなび はるす えち か ひる 

で 花火が はじけた の は、 春 も 末に 近い ころの 昼でした。 
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